　動物科学特論I
第343回Zoological Conference
日時：　9月29日（水）16:00-17:00　

演者：　鈴木　穣　博士
東京大学新領域創成科学研究科メディカルゲノム専攻
演題：次世代シークエンサーを用いたトランスクリプトーム解析
本講演では、最近演者らの研究室で開始したトランスクリプトーム解析への次世代シークエンサーの応用途について概説したい。大量の塩基配列を生産するという利点の反面、依然として、次世代シークエンサーの持つ検出感度、精度にはいくつかの疑問が残る。しかし、異なる複数のアプローチから得られたデータを統合的に解釈することにより、個々の方法論的限界を少なくとも部分的には相補することが可能である。また、次世代シークエンサーを共通の検出器とした多角的なトランスクリプトームデータは、これまでの一面的な解析からは分からなかった新たなトランスクリプトーム像の解明に資することができる。

１）Transcription Start Site Sequence (TSS Seq) による転写開始点情報の解析

２）転写因子HIF-1結合部位の解析

３）学術支援
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